
令和５年度３学期卒業臨時号 2024.3.22（金）                   学校教育目標 

大利根東小だより 
【めざす学校像】「元気・やる気・本気・根気・勇気・和気」（６つの気）をもって 

自ら学び、互いに成長し合う児童を育む学校   【校訓】「流汗精進」 

～３合い（愛）「助け合い・励まし合い・認め合い」の仲間づくりをとおして～ 

笑顔・感動・思い出いっぱいの学校へ                 

地域の白木蓮が卵のように丸く白い花を開き、その甘く上品な香りは心を和ませ、春の訪れを感じさせています。 

本日は、卒業生の皆さん、ご家族の皆様、ご卒業誠におめでとうございます。卒業生３２名は、６年間活動してきた学び

舎ともお別れです。４月からは中学校という、「新たな頂きの山」を乗り越えるために夢や目標を抱きつつ、頭と心と体の汗

を流しながら精進し、自らの力で力強く一歩一歩進んでください。明治５年創立の１５１年目を迎えた歴史と伝統ある母校の

「大利根東小学校」で身に付けた力を十分に発揮し、誇りと自信をもって中学校でも堂々と活躍することを期待しています。 

卒業生皆さん全員の希望に満ち溢れた将来に幸多かれと、全教職員でずっと応援しています。卒業生の皆さんに私が

中学生の時に大好きだったアニメ映画「銀河鉄道９９９」の主題歌の詩を贈ります。 

「さあ行くんだ その顔を上げて 新しい風に 心を洗おう 古い夢は 置いて行くがいい ふたたび始まる 

ドラマのために あの人はもう 思い出だけど 君を遠くで 見つめてる・・・別れも愛のひとつだと」 

本気の努力と挑戦で、自分の中の秘めた可能性や潜在能力を引き出し、伸ばそう！ 

～まだ見ぬ新しい自分という「未見の我」に出会うために～ 

                                             校長 小林 秀行 
本校は、６年間の学校生活で学校教育目標である「自ら学び自ら考える子」「こころゆたかな子」「明るくたくましい子」に

なれるよう、知育・徳育・体育のバランスの取れた教育に力を入れています。卒業生は６年間の学びをとおして、漢字や計

算はもちろんのこと、知識を獲得し、思考・判断・表現の力を培い、ある程度は自分に身に付いた力を把握できていると思

います。日常生活において、私たちは毎日のように鏡の前で洗顔し、歯を磨く時に自分自身の顔を見ています。しかし、自

分の眼で相手から見られている自分の顔を直接見ることはできません。外面的な容姿は、鏡や写真により、誰でも自分で

あると認識できます。また、内面的な自分の性格や長所・短所も、自分で大部分は理解していることと思います。 

ところで、人間には「自分の知らない自分」が存在することを皆様はご存じでしょうか？私の尊敬する埼玉ゆかりの偉人で、

戦前に栃木や岡山の県知事を務め、戦後には社会評論家や詩人として活躍した安積徳也さんは、「自分の知らない自

分」を「まだ見ていない自分」という意味で、「未見の我」と表現し、数多くのすばらしい詩を残しています。 

『光明』  「自分の中には 自分の知らない 自分がある みんなの中には みんなの知らない みんながある みんな

えらい みんな貴い みんなみんな 天の秘蔵っ子」  

『いまここにいるぼく』 「いまここに ぼくはいる ぼくは ぼくに問う いまここにいるぼくは ぼくの全部であるか 否 いまここ

にいるぼくは ぼくの全部ではない ぼくには ぼくの 未見の我がある ぼくには ぼくの 明日がある 明日がある」 

この「未見の我」という言葉の由来は、幕末の思想家の吉田松陰が「松下村塾」で、明治維新を打ち立てた多数の門

下生に対し、「未見の我」について、「未だ見たことのなかった自分を目指しなさい。心は熱く、一生に一度くらい、本気でや

ってみなさい。必ず達成します。運命を創りなさい」と熱く語ったものによるそうです。安積得也さんの詩や「未見の我」という

言葉は、私たち人間には自分でさえ気づいていない秘めた可能性や潜在能力、未開の才能がたくさん詰まっていることを

教えてくれます。人間一人一人には「未来の自分」として今までに見たことのない、成長した先にいる未だ知らない素敵な

自分に出会える可能性があるということです。まさに「未見の我」との貴重な出会いです。 

しかし、「未見の我」に出会うためには本気で努力し、挑戦することが必要不可欠です。「もう無理」とか「自分はできない」

と自分自身で限界を作って可能性に蓋をしたら、その時点で「未見の我」に出会うことはできません。自分の夢や目標に向

かって決して最後まで諦めず、本気で取り組み、失敗し挫折しても何度も挑戦し、行動して初めて、新しい自分を発見できる

と思います。その努力の積み重ねが、まだ見ぬ「未見の我」との出会いにつながる、かけがえのないものと確信します。 

これからも「６つの気」と「３つの合い」をもって、卒業生・在校生一人一人が自分の可能性を信じながら、切磋琢磨する

ことで一歩一歩着実に成長し、すばらしい「未見の我」に出会い続け、自己実現できることを強く願っています。 

４月からも、全教職員が心を一つに子どもたちのために情熱と使命感・責任感・覚悟をもって一生懸命、指導・支援に努

めてまいりますので、保護者・地域の皆様には今後とも、ご理解・ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願いいたします。 

◎自ら学び自ら考える子（かしこく） 

◎こころゆたかな子（こころゆたかに） 

◎明るくたくましい子（たくましく） 


